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フレッシュマンインタビュー
身体障害領域　　初心を忘れず、患者さんのことを考えて頑張ります。

精神障害領域　　出会った方々に感謝し、一歩ずつ成長していきます。

医療法人玖寿会 高田病院 繁田 将一

医療法人至誠会 帆秋病院 佐藤　恵

Q1. 作業療法士になりたいと思ったきっかけは？
　自分の兄妹が生まれつき障害を持っていたので、自分も
障害を持つ人たちの手助けができればと思い作業療法士を
目指しました。

Q2. 学校生活で楽しかったこと・苦労したことは？
　学校生活で楽しかったことは、２年生のときにクラスみ
んなで登山をしたことです。頂上に登ったときの達成感が
良かったです。苦労したことは、国家試験の勉強です。

Q3. どんな作業療法士になりたいですか？
　患者さんのニーズに合わせて、常に何のためにリハビリ
をしているのか考える
ことで、頼りにされる
作業療法士を目指して
いきます。

Q1. 作業療法士になりたいと思ったきっかけは？
　祖父が認知症で長期入院をしていました。会いに行くたび
身体能力も認知面も低下していくのが学生の私でも分かり
ました。そんなとき、リハビリの方が来てくださり、初めてリ
ハビリの職業を知りました。リハビリで笑顔になった祖父を
見て、私も少しでも多くの人に笑顔になってほしい、何かで
きることはないかと思い、作業療法士を目指しました。

Q2. 学校生活で楽しかったこと・苦労したことは？
　楽しかったことは文化祭です。クラス全員で協力し、毎日
放課後遅くまで残り、自分たちの考えを言いあい、できた作品
を披露したときの、観客の方の笑顔、拍手は今でも忘れま

せん。苦労したことは国家試験の勉強です。毎日勉強し、成績
がなかなか伸びず悩み、苦しかったです。でも、友人・先生方・
家族の支えあって自分と向き合うことができました。今思えば、
苦労したけど楽しかった忘れることのできない期間です。

Q3. どんな作業療法士になりたいですか？
　患者さん一人ひとりの良いところ、困っていることを踏まえ、
どういった方かを知った上で、
問題点とともに向き合い、達
成したときの喜び、楽しみを
感じることができる作業療
法士を目指しています。

学生時代の写真

学生時代の写真

リハビリの様子

リハビリ室

病院の外観

病院の外観
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発達期領域　　こんな作業療法士になりたいと思ってもらえるようなOTを目指します。

高齢期領域　　理想の作業療法士像を模索し、後輩に教えられる人になりたいです。

株式会社空色 こどもデイサービス夢色 江藤 由依

社会医療法人敬和会 介護老人保健施設大分豊寿苑 後藤 雅貴

今年度4月から作業療法士として一歩を踏み出した、
大分県内で働く４人の新入会員に話を聞きました。

Q1. 作業療法士になりたいと思ったきっかけは？
　中学生のときにもらったパンフレットがきっかけです。母が
看護師をしていたこともあり、リハビリという仕事は知ってい
て、興味もありました。そのときに理学療法士に比べ作業療
法士の方が少ないと知り、作業療法士になろうと決めました。

Q2. 学校生活で楽しかったこと・苦労したことは？
　体育祭や学園祭は３学年で協力して、進めていくので盛
り上がり楽しかったです。苦労したことは、国家試験の勉
強です。なかなか自分の思った結果にならずに何度も悩み

ました。しかしグループの友人の支えもあり、前に進むこと
ができました。そのときの仲間には本当に感謝しています。

Q3. どんな作業療法士になりたいですか？
　今働いている職場の先輩
のように、通ってくるお子
さんに対して、どのような
支援をすれば良いのか計画
し、実行できるような作業
療法士になりたいです。

Q1. 作業療法士になりたいと思ったきっかけは？
　小学生のとき、筋ジストロフィーの方と出会いました。
まだそのときはどんな病気であるか、まったく知りません
でしたが、身体に不自由のある方が一生懸命リハビリをし
ている姿を見て、人のためになる仕事をしたいと思ったの
がきっかけです。

Q2. 学校生活で楽しかったこと・苦労したことは？
　学園内での行事、学業、実習など苦労した点は多いです
が、その度に学生同士で助け合い、目標に向かって頑張っ
てきました。そんな学生生活はとても楽しかったですし、

有意義な時間でした。

Q3. どんな作業療法士になりたいですか？
　施設内だけでなく、積極
的に地域での生活に関わ
り、利用者様がより地域で
過ごしやすい環境作りに
取り組みたいです。また、
利用者様一人ひとりとの関
わりを大切にしたいです。

学生時代の写真

学生時代の写真

リハビリの様子

リハビリ風景

事業所の外観

勤務先の外観
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教えて！教えて！
作業療法

まずは、どんなサービスが　　
　　あるのか説明するね。

障害児通所支援とは
2012 年の児童福祉法等の改正によりスタートした制度で、さまざまな障
がいのあるお子さんが身近な地域で質の高い支援や療育を受けやすくなる
よう、それまでの障がいの種別により分けられていたサービス体系が一元化
され、創設されました。未就学児と就学児とで分けられた通所系サービスと
訪問系サービスがあり、なかには障がいの特性に応じた専門的な支援に特化
した事業所もあります。

通所系サービス

訪問系サービス

これらのサービスは･･･
児童発達支援・放課後等デイサービスは障害児通所給付費という制度の対象となるため、利用するに
は市区町村に申請を行い、受給者証を取得する必要があります。障害者手帳の有無は問いません。

児 童 発 達 支 援

保 育 所 等 訪 問 支 援

障がいのある未就学のお子さ
ん（18歳未満）に対し、日常生活
の自立のための動作の指導や集
団生活への適応のための支援を
行います。通園方法には、お子さ
ん一人で通う場合と親子で通園
する場合とがあります。

保育所や幼稚園、認定こども園、小学校、特別支援学校等を訪問し、障がいの
ある子どもたちが安心して集団生活が送れるように支援をします。

放課後等デイサービス
放課後や学校休業日 (土曜、夏
休み等 ) に支援を必要とする障
がいのあるお子さん (小、中、高校
生 )に対して、生活能力向上のた
めの支援等を行い、自立を促進す
るとともに放課後等の居場所づ
くりを行います。

医療型児童発達支援
通常の児童発達支援による支
援とともに必要な治療を提供し
ます。
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運　動
遊びながら楽しく身体を動かすことで、運動機能の発達をうながします。
アスレチックなどのダイナミックな運動だけでなく、ハサミや鉛筆などの手先も細かい作業な
ど道具の使い方や工夫も提案します。また、子どもたちが得手不得手な遊び（砂遊びや水遊びは苦
手、高いところに登ったり危険な遊びが大好きなど）に関しても安全に楽しめるよう支援します。

ことば・コミュニケーション
ことばの遅れがあるお子さんに対して、発語量や語彙を増やすだけでなく、ことば以外のジェス
チャーや絵カードを用いる方法などいろいろな代替手段を工夫して、他者とのコミュニケーション能
力を高めます。また、言葉の発達は良好でも、場の空気を読めない、相手の気持ちを察することができな
いなど、お友だちとの関係をうまく築けないお子さんもいます。そのような場合には、遊びやレクレー
ションを通して、お友だちや周りの人と上手にコミュニケーションを取る方法の学びを支援します。

日常生活動作
食事・排せつ・着替えなどの基本的な生活習慣の獲得を支援します。なぜその動作
ができないかには、いろいろな原因があります。例えば、食事場面では、好き嫌いが
多い、箸が持てない、ソワソワし席について食事ができないなど、なぜ援助が必要な
のかを把握し、動作練習するだけではなく、環境も整えていきます。

学習支援、就学・就労準備
就園・就学に向けた支援を行います。学習や学校生活に必要な身辺動作だけでなく、集
団活動が円滑に過ごせるよう集団行動や時間の管理なども支援します。また、園や学校の
先生との情報交換も行い、子どもたちが楽しく通い、より多くのことを学べるよう周囲の
理解を深めたり、環境調整を行います。中学生や高校生になったら、就労を視野に入れた
社会見学や職場見学などを行っている事業所もあります。

親子関係
就学前のお子さんの場合、一緒に過ごすことが多い親子にとって、離れて過ごす「母子分離」
も大切な体験となります。一方、「親子通園」で一緒にプログラムを受け、子どもへの関わり方
を学ぶこともできます。親御さんの悩みや苦労を確認し、声掛けや工夫で家庭での生活が穏や
かに過ごせ、子どもたちの成長をともに感じ、喜ぶことができるよう支援します。

障害児通所支援ではどのような
作業療法が行われているのだろう？

作業療法士は子どもたちの特性や発達状況をとらえ、成長を促す関わりや
環境を整えることで成功体験をしてもらい、日常生活での「できた」を専門的に
支援するよ。このように地域での需要は増え、児童発達支援や放課後等デイ
サービスなどで働く作業療法士も少しずつ増えているんだ。

ちょう
　 ちょ!
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医療生協子育て療育支援センター
「きらり」

施設紹介

Q１. 子育て療育支援センター「きらり」を利用することになったきっかけは何ですか。
橋本さん
　　生まれたときから、泣き出したら2、3時間は泣き止まず、子どもとどう関わっていいのかわからない状態が続きました。
成長しても目が合わないことや言葉の少なさがずっと気になっていました。1歳半健診で、そのことを相談し、保健師や
専門の先生に育て方をアドバイスしていただきましたが、上手くはいかず不安は募るばかりでした。そうしているうちに、
私自身夜眠れなくなり体調を崩してしまいました。そこで初めて子どもを連れて健生病院を受診しASD（自閉症スペクト
ラム症）の診断を受けました。そのときに、地域に集団での療育機関があることを知り、「きらり」を利用することになり
ました。

Q2. 橋本さん親子が、サービスを利用してからの様子や経過、また、利用してからの
　 変化などがありましたら教えてください。また、支援する側から親子にどのよう
　 な助言をされていたのか教えてください。

橋本さん
　　母子通園というものに馴染みがなく、不安に思うことがたくさんありましたが、「きらり」の方がそんな不安をすべて
受け止めてくれました。元気な笑顔で迎えてくれたときのことを今でも鮮明に覚えています。「きらり」に入って、子ど
もを育てる上でいちばん大切だと感じたことは、観察する力でした。当時、息子はパニックになると物を投げたり、自
分を傷つける行為（自傷行為）を繰り返していました。それを私は叱って止めることしかできませんでした。そのとき、
「きらり」の方から「そのような行動にも理由があるんだよ」とアドバイスをもらい、それ以降、パニックになる前後
の様子をよく観察するようになりました。声掛け、接し方、一人でできる力を信じて待ってみるなどたくさんのことを
教えてもらい、続けていくうちに、子ども自らSOSを出してくれるようになりました。

河野さん
　　子どもが使うバッグや衣類一つにしても道具や方法をその子に合ったものに変更するアドバイスをし、身の回りのこ
とが一人でできるよう促しました。そうすることで子どもの「できた」をお手伝いすることが私たち作業療法士の役割

池 田　純 子（写真中央）
大分健生病院　心理士、医療生協子育て療育支援センター

「きらり」園長
京都吉祥院病院小児科を経て、1986年大分健生病院に入職。

橋 本　 瞳（写真右）
「きらり」親の会元会長。現在親の会オブザーバーとして、
会を支えている。本年6月「きらり」OB を中心とした親の
ネットワーク『そらいろのたね』を結成。その代表となった。

河 野　佳 奈（写真左）
大分健生病院　作業療法士。
平成17年3月　大分リハビリテーション専門学校 作業療法
士科卒業
重症心身障害児者施設、精神病院勤務を経て、
平成21年4月　大分健生病院 リハビリテーション課入職。
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　地域で主に就学前のお子さんに対して“児童発達支援”を提供
している、医療生協子育て療育支援センター「きらり」の園長で
あり心理士の池田さんと作業療法士の河野さん、そして同セン
ターを利用されている橋本さんにお話をおうかがいしました。

だと考えています。また、自分がしたいことがあるのに、気持ちに折り合いをつけることができなかった場面では、自
分を責め続け「今日は何もできんかった」と全否定することが多くありました。「できなかったこともあったけど、頑
張れたこともあったね」とお母さんからフィードバックしてもらうことで、どんな自分でも受け止めてもらえる経験を
たくさん積んで、親子の信頼関係を構築するお手伝いもさせてもらっていました。

Q3. 「きらり」は母子通園ですが、母子通園にした理由を教えてください。また、母子
　  通園のメリット（家族、本人）などもありましたら教えてください。

池田さん
　　当事業所に通っている保護者は、みなさん子どもの育てにくさを感じています。小学校入学までの子育てが一番大変
です。ご飯を食べる、オムツを替える、服を着替えるなど色んなことを教えないといけません。その時期に、人にすべ
て任せてしまうと自分の子どもとどう関わって良いのか分からなくなってしまいます。だからこそ母子通園にして、一
番大変な時期ではあるけれど私たち職員とともに協力して行います。保護者が子どもを理解することを支え、しんどい
思いを半分支えるようにします。

　　私たちは、「きらり」を利用するお子さんの人生の中で短い期間だけしか関りが持てません。子育ての入り口のところで、
親がひとりで悩み子どもを好きになれないことや、虐待に走ることはあってはならないと思います。そのため、私たち
は「子どもたちの魅力を伝え、子どもの笑顔を見て親も笑顔になってもらう。」そういった「笑顔のスパイラル」を作っ
てあげることが役割だと思っています。

　　もう一つ大切なことは、「生活が発達を促す。」ということです。睡眠、食事、排泄などの基本的な生活習慣を整える
ことが健康な体を作り、命を強くします。そのために、保育の力と作業療法士の視点が必要不可欠だと思います。

Q4. 作業療法士に求めるもの（必要性、意義）は何ですか。
橋本さん
　　息子が3歳のときから作業療法の個別訓練を受け成長する姿を見てきました。しかし、個別訓練の中でできていたこ
とが集団に入ったときに同じようにできるとは限りません。そんなとき、河野さんが集団療育で関わってくれたことは
とても重要でした。だからこそ、今後そのような作業療法士の方々が地域の集団療育の場に増え、子どもたちをサポー
トしてくれることを期待しています。

池田さん
　　作業療法士のような専門職は療育の現場には絶対的に必要です。子どもたちの発達を見る力とスキルをより深めて存
分に専門性を発揮してほしいと思います。集団や個別の重要性を知っている作業療法士だからこそ生活に密着した工夫
やアドバイスができると考えています。

Q5. 作業療法士の役割はどういうものだと思いますか。
河野さん
　　OTの役割は、カレーのスパイスのようなものだと感じています。私達、専門家の言葉は、ご家族にダイレクトに入り
やすいと感じます。あくまでも生活の主体は親と子どもです。だからこそ決めつけてしまうのではなく、「生活の中に
一工夫を加えることで、できることが増える（うま味が増す）」スパイスのような存在でありたいと常に思っています。

施設外観
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活動取材ノート活動取材ノート

開催日時：平成29年1月22日（日）9：30 ～ 16：00
開催場所：ホルトホール大分　3F大会議室他

内　　容：①特別講演　日本作業療法士協会設立50周年記念講演
　　　　　　講　師：　土井 勝幸 氏　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（一般社団法人日本作業療法士協会  副会長）　　
　　　　　　　　　　　「地域で活きる（生きる）作業療法　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～求められる姿とは～」

　　　　　②演題発表　一般演題（21演題）

　　　　　③学会長賞・特別賞表彰式
　　　　　 　学会長賞：荒木 明香里 （向井病院）

「重度認知症デイケアの新しい取り組み　　　
　　　　　　　　　～化粧教室を通して～」

安田 有希 （デイサービス楽  横尾センター）
「教え子の同窓会に参加するために　　　　　
　　　～ GI値を用いて食事習慣を見直す　　
　　　　　　きっかけ作りに携わった経験～」

　　　　　　特 別 賞：芦刈 一也 　　　　　　　　　　　　　　　
（湯布院病院附属居宅介護支援センター 通所リハビリ）
「熊本－大分地震にて被災した通所リハ利用者の生
活不活発病予防と精神的ケアを目的とした取り組み
　　　　　　　～公民館でのボランティア活動～」

参加者数：165名（内：県士会会員161名　非会員2名　他職種2名）

第20回大分県作業療法学会
テーマ「 『承

し ょ う

前
ぜ ん

啓
け い

後
ご

』 ～地域をつなぐ作業療法の技～ 」

今回で 20 回目という節目を迎え、当日は165 名の方々にご参加いただきま
した。特別講演では、「地域で活きる ( 生きる) 作業療法～求められる姿とは
～」と題し、日本作業療法士協会副会長である土井勝幸氏を招き、ご講演いた
だきました。地域ケア会議やすでに多くの市町村でスタートしている介護予防・
日常生活支援総合事業において、大分県が先進的に行ってきた取り組みが全
国的に普及してきていることを知り、大分県で仕事をしていることに誇りを感
じると同時に、より多くの地域で作業療法士が活躍できるように努力をしてい
かなければならないと感じました。

午後からは口述発表とポスター発表に分かれて一般演題発表が行われま
した。それぞれの発表に多くの聴講者が集まり、積極的な意見交換や質疑応
答が行われていました。対象者の地域での生活に焦点を当てた取り組みを紹
介した演題から、学会長賞 2 題、特別賞 1 題が選ばれました。

今求められている作業療法士の専門性を再確認し、地域をつなぐ作業療
法の技を最大限に活かしつつ、より一層の資質向上へ改めて意識を高めるこ
とができた学会となりました。

特別講演

口述発表

ポスター発表

学会長賞授与式
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私は、2年前に長年勤務していた組織（リハセンター）を離れ、平成28年1月から個人事業を
展開しています。事業内容は、“福祉用具のレンタル事業所、特別養護老人ホームやデイサービス
などに務める職員への教育”、“福祉用具メーカーに対する開発支援と作業療法士の視点から
の社員教育”、“専門職に対する福祉用具活用に関する研修会講師” などです。
私のように、病院や介護事業所に所属せずに個人で事業を展開しているセラピストは、全国
的にも珍しいのではないかと思います。
この 1年半、個人事業を展開していく中で感じることがあります。
それは、「人に助けられながら、仕事をしている」ということです。周囲の人には、謙虚・誠実な
気持ちを持ち、協調性が大事であり、そんな関係の中で、自分の専門性を示すことが大切だと切
実に感じる毎日です。
若いときには、このように個人事業を立ち上げることなど、夢にも思っていなかったので、前
職場に務めているときには、きっとサラリーマンのマントをかぶり努力を怠り、横柄な態度であった
ことも多かったと反省しています。
しかし、今の時代、人生は何が起こるかわかりません。数年後に何があっても適応できるように、
“作業療法士として技術研鑚”、“組織内部だけでなく外部の人との人脈作り”、そして“魅力の
ある人間になれるように日々磨く”ことが大切なことかもしれません。そんなことを実感しながら
毎日頑張っているところです。
そんな中、最近の介護状況に一つの新しい波が押し寄せようとしていることをご存知でしょうか。
実は、今年の3月に、『一般社団法人こうしゅくゼロ推進協議会』が設立されました。設立チーム
の一員として関わり、僭越ながら教育部会の部会長として就任させていただくことになりました。福
祉用具が病院や施設で整備されているか否かが、退院後の生活に大きく影響します。今までは、
研修会に参加しても福祉用具が整っていないなどの理由で、学んだことが現場では実践できな
いことが多いという課題もありました。入院時から適切な福祉用具を活用すれば、在宅生活に
スムーズに移行できます。病院や施設にいる段階から福祉用具を活用できる仕組みや、個々の
事例に合わせた選び方や、使い方ができるための支援を充実させることにより、拘縮をなくす
ことができるのではないかと取り組んでいます。欧米では二次的障害により、拘縮・変形をした
お年寄りはいないそうです。日本にしかこの状態は見られないといわれており、原因はいろいろ
考えられますが、その内の一つには、起居動作や移乗動作の力業での介助方法などにより、引き
起こされているのではないかと考えられています。
関心のある方は、どうぞHP（https://www.conzero.org /）をご覧ください。拘縮・変形を
なくすための活動を一緒に進めていきましょう。

「作業療法士の立場で
　　　個人事業を展開して思うこと」

コネクトリハビリテーション 山 形  茂 生

伝以心DEN心作業療法コラム

※拘縮 （こうしゅく）

麻痺による筋緊張の高まりや体を動かさないことにより、関節が硬くなり、関節の動きに制限を生
じた状態。
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活動報告 2017年1月▶2017年5月

第20回 大分県作業療法学会
日　時：平成29年1月22日（日） 9:35〜16:00
場　所：ホルトホール大分
内　容：「承前啓後〜地域をつなぐ作業療法の技〜」
　　　　特別講演：
　　　　「地域で活きる（生きる）〜求められる姿とは〜」
　　　　講 師：土井 勝幸 (日本作業療法士協会 副会長)
参加者数：165名

生活行為向上マネジメント　事例検討会
日　時：平成29年2月4日(土) 9:30〜12:30
場　所：大分県作業療法協会ビル
内　容：グループディスカッション、事例報告、講演
　　　　講 演：「通所リハ加算について現状報告」
　　　　講 師：真田 康孝
参加者数：12名

制度対策研修会
日　時：平成29年2月19日（日） 9:30〜12:45
場　所：ホルトホール大分
内　容：①「在宅医療・介護連携に向けた別府市の取り組み
　　　　 　へのOTの関与について」
　　　　 　講 師：古本 節子
　　　　 　(別府リハビリテーションセンター)
　　　　②「在宅医療・介護連携に向けて各市町村において
　　　　 　OTが取り組むべきこと」
　　　　 　講 師：日隈 武治
　　　　 　(大分リハビリテーション専門学校  副会長)
参加者数：33名

大分県スキルアップ研修⑦ 
日　時：平成29年2月12日(日) 10:00〜14:00
場　所：全労済ソレイユ
内　容：①「作業療法士が行う地域診断
　　　　 　　　　　 　　　〜障害の枠を超えて〜」
　　　　 　講 師：遠藤 真史 （NPO法人那須フロンティア）
　　　　②「障害福祉領域の地域ケア会議から
　　　　 　　　　　　　　 　　　みえてきたこと」
　　　　 　講 師：高森 聖人 （株式会社空色 会長）
　　　　③「大分県委託事業の総括
　　　　 　　　　　 　〜目標を達成できたのか〜」
　　　　 　講 師：高森 聖人 （大分県作業療法協会 会長）
参加者数：27名

大分県スキルアップ研修⑧
日　時：平成29年3月24日(金) 19:00〜21:00
場　所：ホルトホール大分
内　容：①「地域ケア会議で薬剤師は何を語っているのか
　　　　　　　　　　　　　　　　〜在宅薬剤師の役割〜」
　　　　 　講 師：井上 茂樹 (大分県薬剤師会)
　　　　②「助言者としての姿勢〜効果的な助言と規範的統合〜」
　　　　 　講 師：竹村 　仁 （大分県理学療法士協会 理事）
参加者数：31名

平成29年度  定時総会
日　時：平成29年5月28日(日) 10:00〜11:30
場　所：大分オアシスタワーホテル
出　席：34名
議　決：590名

　当協会は、小学生や中学生を対象とした作業療法および
作業療法士の啓発・普及活動として、『おしごとガイド 作業
療法士～人を笑顔にするリハビリテーション～』を作成しま
した。作業療法士の仕事を、まんがを使ってわかりやすく紹
介した本誌の「まんが作業療法物語」をもとに作成したガイド
ブックです。
事故や病気によって障害を持った人々が、再び
活き活きとした人生が送れるよう仕事・遊びな
ど日常生活での作業（活動）を通して心と体を元
気にしていくお話です。
　大分県内の小学校269校、中学校126校に寄贈
させていただき、学校図書館への配置をお願いし
ました。小学生、中学生のみなさんは、ぜひ図書
館で手に取って読んでみてください。

＊作業療法士の仕事を知っていただきたくて…＊

おしごとガイド 作業療法士『 ～人を笑顔にするリハビリテーション～ 』
を作成しました。

● ●紹 　 介

いろいろ工夫すれば、
以前のように、夫に料理を
作ってあげられるように
なれるわね

うれしいわ…!

わしにだって
　まだできることが
　　　　　　あるんだ

●A4版／70ページ
●オールカラー
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●本誌に掲載している写真については、すべてご本人・施設の了承を得ています。

公益社団法人　大分県作業療法協会
〒870-0038 大分県大分市西春日町3-2 大分県作業療法協会ビル

TEL：097-547-8662  FAX：097-547-8663
http://www.oita-ot.com

リハビリテーションのことや、作業療法
のことで分からなかったり、お困りのこ
とがありましたら、右記までご連絡くだ
さい。
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